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５．金堂　壁画の謎！





●　第５問


壁画の傑作といわれる�EQ \* jc2 \* "Font:HG丸ｺﾞｼｯｸM-PRO" \* hps10 \o\ad(\s\up 9(あみだ),阿弥陀)��EQ \* jc2 \* "Font:HG丸ｺﾞｼｯｸM-PRO" \* hps10 \o\ad(\s\up 9(じょうどず),浄土図)�（下絵）は、ＡＢＣＤの


どの場所に描かれていたでしょうか？














　さあ、次は金堂内部の壁画を観察しましょう。


ここには、インドのアジャンダー石窟院や中国の敦煌（とんこう）の壁画とともに、世界的に有名な壁画がありました。


ところが、昭和２４年１月２６日に壁画の模写中に不慮の火災によって金堂の壁画が焼失してしまいました。


　現在、金堂の壁画には、昭和４２年に模写した壁画のパネルがはめこまれています。

















焼失した壁画をさがせ！
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　薬師如来





阿弥陀如来





釈迦三尊
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金堂再現壁画　６号壁　阿弥陀浄土図











第５問　答え





◆ヒント　金堂内部も暗くてよく見えません。しばらく中を見ていると暗闇に眼が慣れてきて、だんだん見えるようになります。じっくり釈迦三尊像、薬師如来像、阿弥陀如来像を観察しながら阿弥陀浄土図の場所を探しましょう。








金堂内部見取り図





①広目天　②多聞天　③増長天　④持国天


⑤吉祥天　⑥毘沙門天　
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金堂の２階部分





卍（まんじ）くずしの欄干








金堂の２階部分には、飛鳥時代特有の卍（まんじ）くずしの欄干（らんかん）があります。この卍くずしを見ることができるのは法隆寺だけです。





これが飛鳥建築だ！





◆【国宝　飛鳥時代（６２２年）】


金堂とは、本尊をおまつりするお堂です。昔、仏を「金人」といっていましたので、金堂というようになったといわれています。法隆寺の金堂の中心におまつりされているのが釈迦三尊像です。これは聖徳太子の病気が治るようにと願って造られたものです。この釈迦三尊像は聖徳太子の同じ背丈であるともいわれています。


①杏仁形（ぎょうにんがた＝あんずの実の中の肉）とよばれる目、かすかに笑みを含んでいるような表情は、②アルカイックスマイルと称されています。　止利仏師（とりぶっし）作








法隆寺みどころガイド５　釈迦三尊像








観察したら○





観察したら○





徹底追究⑤








観察


見学して














